
 

 

 

  

子どもたちの笑顔とともに 

校長 八乙女 利恵 

 

 はじめまして。４月１日に校長として本校に着任しました、八

乙女利恵（やおとめりえ）と申します。私は県立高等学校の教員

として採用された後、県立阪神養護学校（現特別支援学校）、県

立上野ケ原特別支援学校、県立西神戸高等特別支援学校と、特別

支援教育にのめり込んで２５年が経ちました。この間、たくさん

の子どもたちに出会いました。信頼の意味を教えてくれた子、

「好き」が成長を支えることを教えてくれた子、「いいかげん」

が理解できなくてしんどいのだと気づかせてくれた子、あらゆ

る自己表現に意味があるのだと気づかせてくれた子･･･。笑った

り泣いたり怒ったり喜んだりという日々の表現に愛おしさを感

じながら、そして私自身が子どもたちに励まされながら取り組

んできました。この度氷上特別支援学校にご縁をいただき新し

い出会いを得たことに感謝しております。どうぞよろしくお願

いします。 
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さて、平素より本校教育に格別のご理解とご協力をいただき心

より感謝申し上げます。 

 新型コロナウイルス感染症対策をしながらの学校運営は３年目

を迎えました。現在は、より感染力の高いオミクロン株による、第

７波が懸念されています。今後はウィズコロナ－コロナを前提に

暮らしていく－という視点で、予防対策を徹底し、児童生徒の安

全・安心を第一に学校教育を進めていきたいと考えております。こ

の環境の変化に伴って、コロナ前に実施していた学校行事につい

て、今後はスタイルを変更したり目的を見直したりする必要があ

ると考えています。何が一番大事なのかを見極めながら検討して

参ります。  

 

令和４年度の本校のミッションとしては、前年度に引き続き「特別

支援学校としてのセンター的機能を主体的に発揮し、夢を持って

社会で活動できる人づくりをめざす」と掲げ、学校運営を行なって

いく所存です。児童生徒の安全・安心な場としての学校づくりはも

とより、新学習指導要領に基づいた「学ぶ楽しさを感じる授業づく

り」、キャリア教育の視点に立った「自立して社会で活動する人づ

くり」、地域に根ざした「コミュニティースクールとしての学校づ

くり」の４点を学校経営方針の柱に据え、児童生徒が笑顔でいきい

きと活動する学校づくりに取り組みたいと考えております。 

 

保護者の皆様、地域及び関係の皆さまには、どうぞ温かいご理解と

ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
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５月 

2 月 【参観日振替休業日】 

3 火 【憲法記念日】 

4 水 【みどりの日】 

5 木 【こどもの日】 

6 金 体重測定（小） 

9 月 体重測定（中） 

10 火 懇談週間（高）（～20日） 

13 金 PTA役員会 

14 土 フェアキャスト通常１回配信 

17 火 学部別全校集会 

21 土 フェアキャスト追掛３回配信 

26 木 県知 P連総会 

27 金 防災避難訓練 

31 火 体育発表会予行 

 ※予定は変更になる場合があります。 

 

 

 

小学部 

小学部は新入生 2 名を迎え、29 名、4 クラス編成でスタートしま

した。今年度も子ども一人一人の合理的配慮や支援の在り方について

は教師間で共通理解を図り、しっかりとスクラムを組んで取り組んで

いきます。まずは子どもたちの興味関心や特性を把握し、子どもたち

の課題に応じた学習集団（個別学習やグループ学習等）を編成し、き

め細かな指導を進めることで、基本的な生活習慣や基礎学力、基礎体

力の育成を目指します。そして、子どもたちが自分の良いところや得

意なところを見つけ、さらに伸ばしていけるよう、支援をしていきま

す。また、ICTを適切に活用し、学習活動に活用していきます。 

今後とも、保護者の皆様や学園の職員様、地域の皆様方の温かいご

理解とご支援をよろしくお願いいたします。 

高等部 

 本年度の高等部は、１年生１１名、２年生２０名、転入生を１名迎

え３年生は１０名となり、総勢４１名となりました。４月１３日（水）

には、２年生が中心となり対面式を企画し、１年生を招待しました。

緊張の面持ちで入場し、３年生たちの落ち着いた自己紹介を見届けた

後、趣味や好きな余暇活動など思い思いに伝えることができました。

先輩から学ぶことも多く、卒業後の生活を豊かに送るための準備期間

として、体験活動を通し、助け合いながら、自分らしく日々の生活を

重ねてほしいと考えています。校訓である「自主・友愛・参加」を大

切に、卒業後の生活の一部として芽吹きますよう、保護者の皆様や地

域・関係機関の皆様にも良きアドバイザーとなっていただき、見守り

や支援をしていただけると心強く思います。皆様のご理解とご協力を

よろしくお願いいたします。 

中学部 

 今年の中学部は１０名の新入生と１名の転入生を迎え２８名でスタ

ートしました。生徒一人ひとりについて話し合い、共通理解を図り柔

軟に丁寧な関わりをし、子どもたちが見通しを持って不安なく活動で

きるよう教師・生徒共に学び合い、高め合えるような支援をしていき

ます。体験的な活動の中では、自己選択や自己決定の場面を設け、主

体的に活動し、自信や達成感につなげたいと考えています。さらに、

友達や身近にいる人との接し方、生活に必要なルールやマナーなどを

とおして、自他を大切にする心を育てていきます。今年度も中学部へ

のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 


